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４．１ 底質試料（ＰＣＢ）
分析方法（パックドカラム－ガスクロマトグラフ法(GC/ECD)、キャピラリーカラム－ガスクロマトグラフ法(GC/ECD)、

キャピラリーカラム－ガスクロマトグラフ四重極型質量分析法(GC/MS)又はキャピラリーカラム－ガスクロマトグラフ高
分解能型質量分析法(GC/MS)）により記入の必要ない欄がある。方法により適宜必要な欄（該当する欄）に記入する。
なお、２方法の分析結果の報告を可能としている。２方法の結果を報告する場合には、一つの方法をこの分析結果報

告書［９］に、他方の方法を分析結果報告書［１０］に記入する。

機関コード
機関名
郵便番号
電話番号
国際的な認証等の取得 １．ISO 9001～9003 ２．ISO 14001
（複数回答可） ３．ISO/IEC 17025(ｶﾞｲﾄﾞ25) ４．ＭＬＡＰ

５．環境省が実施するダイオキシン類の請負調査の受注資格
分析主担当者（前処理）

氏名 （ ）
経験年数 （ ）年
実績（年間の分析試料数） （ ）

分析主担当者（GC/ECD又はGC/MS操作）
氏名 （ ）
経験年数 （ ）年
実績（年間の分析試料数） （ ）

測定回数 （ ）
注）分析用試料のはかり取りからＧＣ／ＥＣＤ又はＧＣ／ＭＳ等の測定までの一連操作を行った回数（１～５の整数）を記入する。

この測定回数分の分析結果を次の表（１／１０～３／１０）に記入する。例えば、１回測定の場合には、＜１回目の分析結
果＞に記入し、＜２～５回目の分析結果＞は記入しない。

＜１回目の分析結果＞注１）
分析項目 注２） 分析結果 (μg/ｋｇ) 注３）

検出下限値以上 検出下限値未満での
検出下限値

１塩素化ビフェニル Monochlorobiphenyl
２塩素化ビフェニル Dichlorobiphenyl
３塩素化ビフェニル Trichlorobiphenyl
４塩素化ビフェニル Tetrachlorobiphenyl
５塩素化ビフェニル Pentachlorobiphenyl
６塩素化ビフェニル Hexachlorobiphenyl
７塩素化ビフェニル Heptachlorobiphenyl
８塩素化ビフェニル Octachlorobiphenyl
９塩素化ビフェニル Nonachlorobiphenyl
１０塩素化ビフェニル Decachlorobiphenyl
計 ＰＣＢ
注１）上記（１／１０）で記入した測定回数分の分析結果を記入する。
注２）ＧＣ／ＭＳでは１～１０塩素化物の濃度及びＰＣＢ濃度のすべてを記入する。ＧＣ／ＥＣＤでの１～１０塩素化物の濃度に
ついては、可能であれば記入する。
注３）分析結果（検出下限値以上）は有効数字３桁、検出下限値未満での検出下限値は有効数字１桁として該当する欄に記入する。

なお、一旦受領した結果については、訂正があっても受け付けませんので、記入間違いや単位間違い等に注意する。
（単位は、「μg/ｋｇ」である）
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＜２回目の分析結果＞注１）
分析項目 注２） 分析結果 (μg/ｋｇ) 注３）

検出下限値以上 検出下限値未満での
検出下限値

１塩素化ビフェニル Monochlorobiphenyl
２塩素化ビフェニル Dichlorobiphenyl
３塩素化ビフェニル Trichlorobiphenyl
４塩素化ビフェニル Tetrachlorobiphenyl
５塩素化ビフェニル Pentachlorobiphenyl
６塩素化ビフェニル Hexachlorobiphenyl
７塩素化ビフェニル Heptachlorobiphenyl
８塩素化ビフェニル Octachlorobiphenyl
９塩素化ビフェニル Nonachlorobiphenyl
１０塩素化ビフェニル Decachlorobiphenyl
計 ＰＣＢ
注１）前記（１／１０）で記入した測定回数分の分析結果を記入する。
注２）ＧＣ／ＭＳでは１～１０塩素化物の濃度及びＰＣＢ濃度のすべてを記入する。ＧＣ／ＥＣＤでの１～１０塩素化物の濃度に
ついては、可能であれば記入する。
注３）分析結果（検出下限値以上）は有効数字３桁、検出下限値未満での検出下限値は有効数字１桁として該当する欄に記入する。

なお、一旦受領した結果については、訂正があっても受け付けませんので、記入間違いや単位間違い等に注意する。
（単位は、「μg/ｋｇ」である）

＜３回目の分析結果＞注１）
分析項目 注２） 分析結果 (μg/ｋｇ) 注３）

検出下限値以上 検出下限値未満での
検出下限値

１塩素化ビフェニル Monochlorobiphenyl
２塩素化ビフェニル Dichlorobiphenyl
３塩素化ビフェニル Trichlorobiphenyl
４塩素化ビフェニル Tetrachlorobiphenyl
５塩素化ビフェニル Pentachlorobiphenyl
６塩素化ビフェニル Hexachlorobiphenyl
７塩素化ビフェニル Heptachlorobiphenyl
８塩素化ビフェニル Octachlorobiphenyl
９塩素化ビフェニル Nonachlorobiphenyl
１０塩素化ビフェニル Decachlorobiphenyl
計 ＰＣＢ
注１）前記（１／１０）で記入した測定回数分の分析結果を記入する。
注２）ＧＣ／ＭＳでは１～１０塩素化物の濃度及びＰＣＢ濃度のすべてを記入する。ＧＣ／ＥＣＤでの１～１０塩素化物の濃度に
ついては、可能であれば記入する。
注３）分析結果（検出下限値以上）は有効数字３桁、検出下限値未満での検出下限値は有効数字１桁として該当する欄に記入する。

なお、一旦受領した結果については、訂正があっても受け付けませんので、記入間違いや単位間違い等に注意する。
（単位は、「μg/ｋｇ」である）
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＜４回目の分析結果＞注１）
分析項目 注２） 分析結果 (μg/ｋｇ) 注３）

検出下限値以上 検出下限値未満での
検出下限値

１塩素化ビフェニル Monochlorobiphenyl
２塩素化ビフェニル Dichlorobiphenyl
３塩素化ビフェニル Trichlorobiphenyl
４塩素化ビフェニル Tetrachlorobiphenyl
５塩素化ビフェニル Pentachlorobiphenyl
６塩素化ビフェニル Hexachlorobiphenyl
７塩素化ビフェニル Heptachlorobiphenyl
８塩素化ビフェニル Octachlorobiphenyl
９塩素化ビフェニル Nonachlorobiphenyl
１０塩素化ビフェニル Decachlorobiphenyl
計 ＰＣＢ
注１）前記（１／１０）で記入した測定回数分の分析結果を記入する。
注２）ＧＣ／ＭＳでは１～１０塩素化物の濃度及びＰＣＢ濃度のすべてを記入する。ＧＣ／ＥＣＤでの１～１０塩素化物の濃度に
ついては、可能であれば記入する。
注３）分析結果（検出下限値以上）は有効数字３桁、検出下限値未満での検出下限値は有効数字１桁として該当する欄に記入する。

なお、一旦受領した結果については、訂正があっても受け付けませんので、記入間違いや単位間違い等に注意する。
（単位は、「μg/ｋｇ」である）

＜５回目の分析結果＞注１）
分析項目 注２） 分析結果 (μg/ｋｇ) 注３）

検出下限値以上 検出下限値未満での
検出下限値

１塩素化ビフェニル Monochlorobiphenyl
２塩素化ビフェニル Dichlorobiphenyl
３塩素化ビフェニル Trichlorobiphenyl
４塩素化ビフェニル Tetrachlorobiphenyl
５塩素化ビフェニル Pentachlorobiphenyl
６塩素化ビフェニル Hexachlorobiphenyl
７塩素化ビフェニル Heptachlorobiphenyl
８塩素化ビフェニル Octachlorobiphenyl
９塩素化ビフェニル Nonachlorobiphenyl
１０塩素化ビフェニル Decachlorobiphenyl
計 ＰＣＢ
注１）前記（１／１０）で記入した測定回数分の分析結果を記入する。
注２）ＧＣ／ＭＳでは１～１０塩素化物の濃度及びＰＣＢ濃度のすべてを記入する。ＧＣ／ＥＣＤでの１～１０塩素化物の濃度に
ついては、可能であれば記入する。
注３）分析結果（検出下限値以上）は有効数字３桁、検出下限値未満での検出下限値は有効数字１桁として該当する欄に記入する。

なお、一旦受領した結果については、訂正があっても受け付けませんので、記入間違いや単位間違い等に注意する。
（単位は、「μg/ｋｇ」である）
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分析開始月日 月 日
分析終了月日 月 日

分析方法 １．パックドカラム－ガスクロマトグラフ(ECD)法
２．キャピラリーカラム－ガスクロマトグラフ(ECD)法
３．キャピラリーカラム－ガスクロマトグラフ四重極型質量分析法
４．キャピラリーカラム－ガスクロマトグラフ高分解能型質量分析法
５．その他（ ）

＜アルカリ分解、抽出＞
試料のはかり取り量 １回目 （ ）ｇ

２回目 （ ）ｇ
３回目 （ ）ｇ
４回目 （ ）ｇ
５回目 （ ）ｇ

アルカリ分解 １．行う ２．行わない
アルカリ分解
アルカリ（1mol/L水酸化カリウ
ムのエタノール溶液）の使用量 （ ）ｍＬ
分解 温度 （ ）℃

時間 （ ）時間
ろ過に使用したろ紙の種類 １．セルロース ２．ガラス繊維 ３．石英 ４．その他（ ）

抽出 溶媒の種類 １．ヘキサン ２．その他（ ）
抽出回数 （ ）回
溶媒量（全使用量） （ ）ｍＬ

サロゲート物質 添加 １．添加する ２．添加しない
添加箇所 １．アルカリ分解前に添加（試料に添加） ２．アルカリ分解後に添加

注１） ３．抽出後に添加（抽出液に添加）
４．その他（ ）

注１）GC/MSによる分析の場合に添加する。

＜クリーンアップ＞
A 硫酸処理 １．行う ２．行わない
A-1 硫酸処理の回数 （ ）回
A-2 硫酸処理後の濃縮 １．ＫＤ ２．ロータリーエバポレーター

３．その他（ ）
B ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ･ﾍｷｻﾝ分配 １．行う ２．行わない
B-1 ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ･ﾍｷｻﾝ分配後の濃縮 １．ＫＤ ２．ロータリーエバポレーター

３．その他（ ）
C ｼﾘｶｹﾞﾙｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ １．行う ２．行わない
C-1 ｼﾘｶｹﾞﾙｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ管への充てん量 ｼﾘｶｹﾞﾙ （ ）ｇ

硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ （ ）ｇ
C-2 溶出 溶媒の種類 １．ヘキサン ２．その他（ ）

溶媒の量 （ ）ｍＬ
C-3 ｼﾘｶｹﾞﾙｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ後の濃縮 １．ＫＤ ２．ロータリーエバポレーター

３．その他（ ）
D 硫黄処理 １．行う ２．行わない
D-1 方法（行った場合） １．の場合：方法

１．ｼﾘｶｹﾞﾙｶﾗﾑ溶出液を還元銅で処理する
２．その他の方法（ ）

E その他の処理 １．行う ２．行わない
E-1 方法（行った場合） １．の場合：方法（ ）
ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ 添加 １．添加する ２．添加しない

添加物質 １．ペリレン-d12 ２．その他（ ）
分析用試料液 溶媒の種類 １．ヘキサン ２．その他（ ）

試料液量(定容量) （ ）ｍＬ 注２）
注２）ＧＣ／ＥＣＤ又はＧＣ／ＭＳ分析用試料液の量であり、GCへの注入量でないことに注意する。
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＜ＧＣ／ＭＳ又はＧＣ／ＥＣＤ１＞ 注１）
対応物質 1～10塩素化物 １．1～10塩素化物のすべてをこの条件（ＧＣ／ＭＳ又はＧＣ／ＥＣＤ１）で分

析する。
２．下記の塩素化物をこの条件（ＧＣ／ＭＳ又はＧＣ／ＥＣＤ１）で分析し、

（複数回答可） 残りは他の条件（ＧＣ／ＭＳ又はＧＣ／ＥＣＤ２以降）で分析する
１．1塩素化物 ２．2塩素化物 ３．3塩素化物 ４．4塩素化物 ５．5塩素化物
６．6塩素化物 ７．7塩素化物 ８．8塩素化物 ９．9塩素化物 10．10塩素化物

ＧＣ 型式 １．ＣＰ－３８００ ２．ＧＣ１７シリーズ ３．ＧＣ２０１０シリーズ
４．５８９０シリーズ ５．６８９０シリーズ ６．７８９０シリーズ
７．ＴＲＡＣＥ ＧＣ ８．その他（ ）

パックドカラム カラム材質 １．ガラス ２．その他（ ）
担体 １．ガスクロムＱ ２．クロモソルブＧ ３．クロモソルブＷ

４．その他（ ）
液相 １．ＯＶ－１ ２．ＯＶ－１７ ３．その他（ ）
内径 （ ）ｍｍ
長さ （ ）ｍ

キャピラリーカラム 型式 １．Ａｑｕａｔｉｃ ２．Ａｑｕａｔｉｃ２ ３．ＢＰＸ５
４．ＢＰＸ５０ ５．ＢＰＸ-ＤＸＮ ６．ＢＰＸ-ＤＸＮⅠ
７．ＢＰＸ-ＤＸＮⅡ ８．ＣＰ－Ｓｉｌ８ ９．ＣＰ－Ｓｉｌ８８
１０．ＤＢ１ １１．ＤＢ６２４ １２．ＤＢ５(ＭＳ)
１３．ＤＢ１７（ＭＳ、ＨＴ） １４．ＥＮＶ５（ＭＳ）
１５．ＥＮＶ１７（ＭＳ） １６．ＨＰ１ １７．ＨＰ５（ＭＳ）
１８．ＨＴ８(ＰＣＢ) １９．ＩｎｅｒｔＣａｐ１（ＭＳ）
２０．ＩｎｅｒｔＣａｐ５（ＭＳ） ２１．ＩｎｅｒｔＣａｐ２５（ＭＳ）
２２．ＰＴＥ５ ２３．ＲＨ１２（ＭＳ） ２４．Ｒｔｘ５（ＭＳ）
２５．Ｒｔｘ５０（ＭＳ） ２６．Ｒｔｘ６２４（ＭＳ）
２７．Ｒｔｘ２３３０ ２８．ＳＰＢ１ ２９．ＳＰＢ５
３０．ＳＰ２３３１ ３１．ＴＣ５ ３２．その他（ ）

内径 （ ）ｍｍ
長さ （ ）ｍ
膜厚 （ ）μｍ

昇温条件 初期 温度（ ）℃、 温度保持（ ）分
１回目の昇温 速度（ ）℃/分 到達温度（ ）℃ 温度保持（ ）分
２回目の昇温 速度（ ）℃/分 到達温度（ ）℃ 温度保持（ ）分
３回目の昇温 速度（ ）℃/分 到達温度（ ）℃ 温度保持（ ）分
４回目の昇温 速度（ ）℃/分 到達温度（ ）℃ 温度保持（ ）分
(５回以上の昇温の場合) 最終温度（ ）℃、温度保持（ ）分
昇温回数 回数（ ）回

注入 量 （ ）μl
注入口温度 （ ）℃
注入方式 １．スプリット ２．スプリットレス ３．コールドオンカラム

４．パルスドスプリット ５．パルスドスプリットレス
６．その他（ ）

キャリアーガス 種類 １．窒素 ２．ヘリウム ３．その他（ ）
流量 注２） ( ) 単位：１．ｍＬ/分 ２．ｃｍ/秒
圧力 注２） ( ) 単位：１．psi ２．kPa ３．その他（ ）

メイクアップガス 種類 １．窒素 ２．ヘリウム ３．その他（ ）
流量 注２） ( ) 単位：１．ｍＬ/分 ２．ｃｍ/秒
圧力 注２） ( ) 単位：１．psi ２．kPa ３．その他（ ）

ＭＳ 型式 １．Ａｕｔｏ Ｓｐｅｃ シリーズ ２．ＪＭＳ７００シリーズ
３．ＪＭＳ８００シリーズ ４．ＪＭＳ(２.３.以外)
５．ＭＡＴ９５シリーズ ６．ＳＸ１０２ ７．５９７２シリーズ
８．５９７３シリーズ ９．５９７５シリーズ １０．６８９０シリーズ
１１．ＱＰ５０００シリーズ １２．ＱＰ５０５０シリーズ
１３．ＱＰ２０１０ １４．オートマスシリーズ
１５．その他（ ）

装置型式 １．単収束 ２．二重収束 ３．四重極 ４．ｲｵﾝﾄﾗｯﾌﾟ
５．その他（ ）

イオン検出法 １．SIM法 ２．ﾏｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾑ法 ３．その他（ ）
測定時の分解能 （ ）
イオン化 方法 １．ＥＩ ２．その他（ ）

電圧 （ ）Ｖ
電流 （ ）μＡ
イオン源温度 （ ）℃

注１）ＧＣ／ＭＳ又はＧＣ／ＥＣＤにより該当する個所に記入する。
注２）流量又は圧力を記入する。
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＜ＧＣ／ＭＳ又はＧＣ／ＥＣＤ２＞ 注１）
対応物質 1～10塩素化物 1～10塩素化物のうち、（ＧＣ／ＭＳ又はＧＣ／ＥＣＤ１）で分析せず、この条

件（ＧＣ／ＭＳ又はＧＣ／ＥＣＤ２）で分析したものを下記より選択する。
１．1塩素化物 ２．2塩素化物 ３．3塩素化物 ４．4塩素化物 ５．5塩素化物

（複数回答可） ６．6塩素化物 ７．7塩素化物 ８．8塩素化物 ９．9塩素化物 10．10塩素化物
ＧＣ 型式 １．ＣＰ－３８００ ２．ＧＣ１７シリーズ ３．ＧＣ２０１０シリーズ

４．５８９０シリーズ ５．６８９０シリーズ ６．７８９０シリーズ
７．ＴＲＡＣＥ ＧＣ ８．その他（ ）

パックドカラム カラム材質 １．ガラス ２．その他（ ）
担体 １．ガスクロムＱ ２．クロモソルブＧ ３．クロモソルブＷ

４．その他（ ）
液相 １．ＯＶ－１ ２．ＯＶ－１７ ３．その他（ ）
内径 （ ）ｍｍ
長さ （ ）ｍ

キャピラリーカラム 型式 １．Ａｑｕａｔｉｃ ２．Ａｑｕａｔｉｃ２ ３．ＢＰＸ５
４．ＢＰＸ５０ ５．ＢＰＸ-ＤＸＮ ６．ＢＰＸ-ＤＸＮⅠ
７．ＢＰＸ-ＤＸＮⅡ ８．ＣＰ－Ｓｉｌ８ ９．ＣＰ－Ｓｉｌ８８
１０．ＤＢ１ １１．ＤＢ６２４ １２．ＤＢ５(ＭＳ)
１３．ＤＢ１７（ＭＳ、ＨＴ） １４．ＥＮＶ５（ＭＳ）
１５．ＥＮＶ１７（ＭＳ） １６．ＨＰ１ １７．ＨＰ５（ＭＳ）
１８．ＨＴ８(ＰＣＢ) １９．ＩｎｅｒｔＣａｐ１（ＭＳ）
２０．ＩｎｅｒｔＣａｐ５（ＭＳ） ２１．ＩｎｅｒｔＣａｐ２５（ＭＳ）
２２．ＰＴＥ５ ２３．ＲＨ１２（ＭＳ） ２４．Ｒｔｘ５（ＭＳ）
２５．Ｒｔｘ５０（ＭＳ） ２６．Ｒｔｘ６２４（ＭＳ）
２７．Ｒｔｘ２３３０ ２８．ＳＰＢ１ ２９．ＳＰＢ５
３０．ＳＰ２３３１ ３１．ＴＣ５ ３２．その他（ ）

内径 （ ）ｍｍ
長さ （ ）ｍ
膜厚 （ ）μｍ

昇温条件 初期 温度（ ）℃、 温度保持（ ）分
１回目の昇温 速度（ ）℃/分 到達温度（ ）℃ 温度保持（ ）分
２回目の昇温 速度（ ）℃/分 到達温度（ ）℃ 温度保持（ ）分
３回目の昇温 速度（ ）℃/分 到達温度（ ）℃ 温度保持（ ）分
４回目の昇温 速度（ ）℃/分 到達温度（ ）℃ 温度保持（ ）分
(５回以上の昇温の場合) 最終温度（ ）℃、温度保持（ ）分
昇温回数 回数（ ）回

注入 量 （ ）μl
注入口温度 （ ）℃
注入方式 １．スプリット ２．スプリットレス ３．コールドオンカラム

４．パルスドスプリット ５．パルスドスプリットレス
６．その他（ ）

キャリアーガス 種類 １．窒素 ２．ヘリウム ３．その他（ ）
流量 注２） ( ) 単位：１．ｍＬ/分 ２．ｃｍ/秒
圧力 注２） ( ) 単位：１．psi ２．kPa ３．その他（ ）

メイクアップガス 種類 １．窒素 ２．ヘリウム ３．その他（ ）
流量 注２） ( ) 単位：１．ｍＬ/分 ２．ｃｍ/秒
圧力 注２） ( ) 単位：１．psi ２．kPa ３．その他（ ）

ＭＳ 型式 １．Ａｕｔｏ Ｓｐｅｃ シリーズ ２．ＪＭＳ７００シリーズ
３．ＪＭＳ８００シリーズ ４．ＪＭＳ(２.３.以外)
５．ＭＡＴ９５シリーズ ６．ＳＸ１０２ ７．５９７２シリーズ
８．５９７３シリーズ ９．５９７５シリーズ １０．６８９０シリーズ
１１．ＱＰ５０００シリーズ １２．ＱＰ５０５０シリーズ
１３．ＱＰ２０１０ １４．オートマスシリーズ
１５．その他（ ）

装置型式 １．単収束 ２．二重収束 ３．四重極 ４．ｲｵﾝﾄﾗｯﾌﾟ
５．その他（ ）

イオン検出法 １．SIM法 ２．ﾏｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾑ法 ３．その他（ ）
測定時の分解能 （ ）
イオン化 方法 １．ＥＩ ２．その他（ ）

電圧 （ ）Ｖ
電流 （ ）μＡ
イオン源温度 （ ）℃

注１）ＧＣ／ＭＳ又はＧＣ／ＥＣＤにより該当する個所に記入する。
注２）流量又は圧力を記入する。
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＜ＧＣ／ＭＳ又はＧＣ／ＥＣＤ３＞ 注１）
対応物質 1～10塩素化物 1～10塩素化物のうち、（ＧＣ／ＭＳ又はＧＣ／ＥＣＤ１）及び（ＧＣ／ＭＳ又

はＧＣ／ＥＣＤ２）で分析せず、この条件（ＧＣ／ＭＳ又はＧＣ／ＥＣＤ３）
で分析したものを下記より選択する。

（複数回答可） １．1塩素化物 ２．2塩素化物 ３．3塩素化物 ４．4塩素化物 ５．5塩素化物
６．6塩素化物 ７．7塩素化物 ８．8塩素化物 ９．9塩素化物 10．10塩素化物

ＧＣ 型式 １．ＣＰ－３８００ ２．ＧＣ１７シリーズ ３．ＧＣ２０１０シリーズ
４．５８９０シリーズ ５．６８９０シリーズ ６．７８９０シリーズ
７．ＴＲＡＣＥ ＧＣ ８．その他（ ）

パックドカラム カラム材質 １．ガラス ２．その他（ ）
担体 １．ガスクロムＱ ２．クロモソルブＧ ３．クロモソルブＷ

４．その他（ ）
液相 １．ＯＶ－１ ２．ＯＶ－１７ ３．その他（ ）
内径 （ ）ｍｍ
長さ （ ）ｍ

キャピラリーカラム 型式 １．Ａｑｕａｔｉｃ ２．Ａｑｕａｔｉｃ２ ３．ＢＰＸ５
４．ＢＰＸ５０ ５．ＢＰＸ-ＤＸＮ ６．ＢＰＸ-ＤＸＮⅠ
７．ＢＰＸ-ＤＸＮⅡ ８．ＣＰ－Ｓｉｌ８ ９．ＣＰ－Ｓｉｌ８８
１０．ＤＢ１ １１．ＤＢ６２４ １２．ＤＢ５(ＭＳ)
１３．ＤＢ１７（ＭＳ、ＨＴ） １４．ＥＮＶ５（ＭＳ）
１５．ＥＮＶ１７（ＭＳ） １６．ＨＰ１ １７．ＨＰ５（ＭＳ）
１８．ＨＴ８(ＰＣＢ) １９．ＩｎｅｒｔＣａｐ１（ＭＳ）
２０．ＩｎｅｒｔＣａｐ５（ＭＳ） ２１．ＩｎｅｒｔＣａｐ２５（ＭＳ）
２２．ＰＴＥ５ ２３．ＲＨ１２（ＭＳ） ２４．Ｒｔｘ５（ＭＳ）
２５．Ｒｔｘ５０（ＭＳ） ２６．Ｒｔｘ６２４（ＭＳ）
２７．Ｒｔｘ２３３０ ２８．ＳＰＢ１ ２９．ＳＰＢ５
３０．ＳＰ２３３１ ３１．ＴＣ５ ３２．その他（ ）

内径 （ ）ｍｍ
長さ （ ）ｍ
膜厚 （ ）μｍ

昇温条件 初期 温度（ ）℃、 温度保持（ ）分
１回目の昇温 速度（ ）℃/分 到達温度（ ）℃ 温度保持（ ）分
２回目の昇温 速度（ ）℃/分 到達温度（ ）℃ 温度保持（ ）分
３回目の昇温 速度（ ）℃/分 到達温度（ ）℃ 温度保持（ ）分
４回目の昇温 速度（ ）℃/分 到達温度（ ）℃ 温度保持（ ）分
(５回以上の昇温の場合) 最終温度（ ）℃、温度保持（ ）分
昇温回数 回数（ ）回

注入 量 （ ）μl
注入口温度 （ ）℃
注入方式 １．スプリット ２．スプリットレス ３．コールドオンカラム

４．パルスドスプリット ５．パルスドスプリットレス
６．その他（ ）

キャリアーガス 種類 １．窒素 ２．ヘリウム ３．その他（ ）
流量 注２） ( ) 単位：１．ｍＬ/分 ２．ｃｍ/秒
圧力 注２） ( ) 単位：１．psi ２．kPa ３．その他（ ）

メイクアップガス 種類 １．窒素 ２．ヘリウム ３．その他（ ）
流量 注２） ( ) 単位：１．ｍＬ/分 ２．ｃｍ/秒
圧力 注２） ( ) 単位：１．psi ２．kPa ３．その他（ ）

ＭＳ 型式 １．Ａｕｔｏ Ｓｐｅｃ シリーズ ２．ＪＭＳ７００シリーズ
３．ＪＭＳ８００シリーズ ４．ＪＭＳ(２.３.以外)
５．ＭＡＴ９５シリーズ ６．ＳＸ１０２ ７．５９７２シリーズ
８．５９７３シリーズ ９．５９７５シリーズ １０．６８９０シリーズ
１１．ＱＰ５０００シリーズ １２．ＱＰ５０５０シリーズ
１３．ＱＰ２０１０ １４．オートマスシリーズ
１５．その他（ ）

装置型式 １．単収束 ２．二重収束 ３．四重極 ４．ｲｵﾝﾄﾗｯﾌﾟ
５．その他（ ）

イオン検出法 １．SIM法 ２．ﾏｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾑ法 ３．その他（ ）
測定時の分解能 （ ）
イオン化 方法 １．ＥＩ ２．その他（ ）

電圧 （ ）Ｖ
電流 （ ）μＡ
イオン源温度 （ ）℃

注１）ＧＣ／ＭＳ又はＧＣ／ＥＣＤにより該当する個所に記入する。
注２）流量又は圧力を記入する。
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＜標準物質（液）＞ （ＧＣ／ＭＳ又はＧＣ／ＥＣＤにより該当する個所に記入する）

標準物質（液）の種類
PCB（対象物質） １．KC-300～KC-600の等量混合物

２．1～10塩素化物を各ひとつ以上含む混合物
（例えば、実施要領の表４－４又は表４－５のもの）

３．その他（ ）
サロゲート １．使用しない

２．使用する
（1～10塩素化物を各ひとつ以上含む混合物：例えば、実施要領の表４－６
のもの）

３．使用する
その他（ ）

シリンジスパイク １．使用しない
２．使用する （ペリレン－d12）
３．使用する その他（ ）

標準物質（液）の製造メーカー
PCB（対象物質） １．CIL ２．Wellington ３．Accu Standard ４．その他（ ）
サロゲート １．CIL ２．Wellington ３．Accu Standard ４．その他（ ）
シリンジスパイク １．CIL ２．Wellington ３．Accu Standard ４．その他（ ）

標準液の調製からの経過月
PCB（対象物質） （ ）月
サロゲート （ ）月
シリンジスパイク （ ）月

＜検量線の作成＞ （ＧＣ／ＭＳ又はＧＣ／ＥＣＤにより該当する個所に記入する）

検量線 作成方法（定量法） １．絶対検量線法 ２．標準添加法 ３．内標準法
４．サロゲート物質を用いた内標準法

作成点数 （ ）
作成範囲（濃度） 最小（ ）μｇ/Ｌ～最大（ ）μｇ/Ｌ 注１）
繰り返し数 （ ）
サロゲート（濃度） （ ）μｇ/Ｌ
シリンジスパイク（濃度） （ ）μｇ/Ｌ

装置安定性 感度変動 注２） （ ）％
保持時間変動 注３） （ ）％

注１）異性体で濃度が異なる場合には、その中の最小濃度、最大濃度を記入する。
注２）検量線作成時のRFの変動（最大値）を記入する。
注３）検量線作成時の保持時間の変動（最大値）を記入する。
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＜内標準物質（サロゲート及びシリンジスパイク）の添加量と回収率＞
（使用した物質に対応する欄に記入する。ＧＣ／ＭＳの場合に記入する。）

内標準物質 ｻﾛｹﾞｰﾄ ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ
添加量(ｎｇ) 回収率(％) 添加量(ｎｇ)

4－１塩素化[13C12]ビフェニル
4,4'－２塩素化[13C12]ビフェニル
2,4',5－３塩素化[13C12]ビフェニル
2,2',5,5'－４塩素化[13C12]ビフェニル
2,3',4,4',5－５塩素化[13C12]ビフェニル
2,2',4,4',5,5'－６塩素化[13C12]ビフェニル
2,2',3,4,4',5,5'－７塩素化[13C12]ビフェニル
2,2',3,3',4,4',5,5'－８塩素化[13C12]ビフェニル
2,2',3,3',4,4',5,5',6－９塩素化[13C12]ビフェニル
2,2',3,3',4,4',5,5',6,6'－１０塩素化[13C12]ビフェニル
ペリレン d12
その他（ ）
その他（ ）
その他（ ）
その他（ ）
その他（ ）
その他（ ）
その他（ ）
その他（ ）
その他（ ）
その他（ ）

＜空試験値及び感度係数（RF）＞（空試験値が検出されない場合には、その項目の欄は記入しない）
対象物質 空試験値 注１） 感度係数 検出下限 注３）

(μｇ/ｋｇに換算) RF 注２） (μｇ/ｋｇに換算)
１塩素化ビフェニル
２塩素化ビフェニル
３塩素化ビフェニル
４塩素化ビフェニル
５塩素化ビフェニル
６塩素化ビフェニル
７塩素化ビフェニル
８塩素化ビフェニル
９塩素化ビフェニル
１０塩素化ビフェニル
ＰＣＢ － －

注１）同族体（同一塩素数の全異性体）としての値を記入する。試料濃度(μｇ/ｋｇ)に換算する。
注２）ＧＣ／ＭＳの場合に記入する。

同一塩素数の全異性体の平均RFを記入する。
注３）同族体（同一塩素数の全異性体）としての値及び全体の値（ＰＣＢとしての検出下限）を記入する。試料

濃度(μｇ/ｋｇ)に換算する。
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＜測定（定量用）質量数＞（四重極型ＭＳの場合）
対象物質 質量数 注）
１塩素化ビフェニル １．188.0 ２．190.0 ３．152.0 ４．その他（ ）
２塩素化ビフェニル １．222.0 ２．224.0 ３．152.0 ４．その他（ ）
３塩素化ビフェニル １．256.0 ２．258.0 ３．186.0 ４．その他（ ）
４塩素化ビフェニル １．289.9 ２．291.9 ３．293.9 ４．その他（ ）
５塩素化ビフェニル １．325.9 ２．323.9 ３．327.9 ４．その他（ ）
６塩素化ビフェニル １．359.8 ２．361.8 ３．357.8 ４．その他（ ）
７塩素化ビフェニル １．393.8 ２．395.8 ３．397.8 ４．その他（ ）
８塩素化ビフェニル １．429.8 ２．427.8 ３．431.8 ４．その他（ ）
９塩素化ビフェニル １．461.7 ２．463.7 ３．465.7 ４．その他（ ）
１０塩素化ビフェニル １．497.7 ２．499.7 ３．495.7 ４．その他（ ）
注）各塩素化物ごとにひとつを選択（定量に用いた質量数を選択）する。

質量数の表記は、記載しているマニュアル等により異なっていることもあり、質量数1以下の値ではそのことを考慮して選択
する（近い質量数を選択する）。

＜測定（定量用）質量数＞（高分解能型ＭＳの場合）
対象物質 質量数 注）
１塩素化ビフェニル １．188.0393 ２．190.0364 ３．その他（ ）
２塩素化ビフェニル １．222.0003 ２．223.9974 ３．その他（ ）
３塩素化ビフェニル １．255.9613 ２．257.9587 ３．その他（ ）
４塩素化ビフェニル １．289.9224 ２．291.9195 ３．その他（ ）
５塩素化ビフェニル １．323.8834 ２．325.8865 ３．その他（ ）
６塩素化ビフェニル １．359.8415 ２．361.8386 ３．その他（ ）
７塩素化ビフェニル １．393.8025 ２．395.7996 ３．その他（ ）
８塩素化ビフェニル １．427.7630 ２．429.7606 ３．その他（ ）
９塩素化ビフェニル １．461.7246 ２．463.7216 ３．その他（ ）
１０塩素化ビフェニル １．497.6826 ２．499.6797 ３．その他（ ）
注）各塩素化物ごとにひとつを選択（定量に用いた質量数を選択）する。

質量数の表記は、記載しているマニュアル等により異なっていることもあり、質量数0.01以下の値ではそのことを考慮して
選択する（近い質量数を選択する）。


